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遠州クロム工場敷地における土壌修復計画について 

 

 

当社は、連結子会社である株式会社遠州クロム（浜松市）の工場敷地内における土壌および地

下水汚染（注）に関し、これまで同敷地での操業を継続しながらの段階的な土壌掘削を計画して

おりましたが、南海トラフ地震の発生確率の上昇から敷地土壌修復の早期化が必要と判断し、本

日2025年５月23日開催の取締役会において、工場移転を伴う全面掘削へ方針変更することを決議

いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、欧州を中心とした環境負荷物質の利用規制の高まりから、六価クロムの代替となるメッ

キ技術開発を行い、移転先では六価クロムを使用しない方針とすることも決議いたしました。 

 

 土壌修復方法については、引き続き近隣住民・事業者の安心安全を最優先とし、行政当局およ

び専門家の指導を仰ぎながら検討してまいります。 

 

 なお、全面掘削を実施するための費用については、現在適切な工法や工期を調査・検討してい

るところであり、現時点で合理的に見積もることが困難です。当計画変更による連結業績への影

響につきましては、精査の上、開示すべき事項が発生した場合には速やかに開示いたします。  

 

（注）2024年３月期において、遠州クロムの工場敷地内で地下水汚染の自主調査を行った結果、

環境省令に定める基準値を超える特定有害物質（六価クロム）が検出されました。当該調査の結

果については浜松市に報告し、2023年12月２日付けで公表されております。2025年３月期におい

ては、行政当局および専門家の指導の下、汚染地下水の流出防止対策を行い、2025年２月13日浜

松市に「措置完了届」を提出し、受領されました。 

 

以上 


